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され, 弱酸性で作用する組織自解酵素カテプシンが重要な役割をもっと考え, 臨床例および成犬に作製 し
たヒスタミン漁場胃において, 胃のカテプシン染色およびカテプシン能測定を行なった｡




(3) 新鮮な胃鏡疾胃においてもカテプシンの胃壁分布は潰癌周辺において特に密ではな く, び慢性に-
様な分布を示していた｡
以上の成績から胃鏡癌胃の胃壁においてはカテプシン分布量が大であるが, さらに胃旗揚の好発部位に
おいて, 先天的に存在する血管構築上の特殊性から局部的に著 しい血行障害を生 じて低酸素症を招来 し,
それによってカテプシンか賦活されると, 局所的な初期の粘膜変化が起り, 潰癌- 進展していくものと理
解 される｡
第 2 編 胃潰癌性出血の成因に関する研究
従来, 胃鏡癌性出血に関して, (a) 左胃動脈領域になぜ多いか, (b) なぜ動脈性出血であるか, という
ことが疑問とされてきたが, 著者は成犬を使って胃に分布する 4 動脈の血圧測定および動 ･静脈壁とそれ
らにより精製 した蛋白質の酸 ･ペプシン消化に対する抵抗性の測定を行ない, これらの問題を検討した｡
(1) 胃に分布する4 動脈の中, 左 ･右胃動脈の血圧は左 ･右胃大網動脈の血圧よりやや高値 を 示 した
が, 左 ･右胃動脈は常にほぼ同じ値を示し, 左胃動脈の血圧が最も高いということはなかった｡ したがっ
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て胃鏡癌性出血が左胃動脈領域に多いことに関しては血圧以外の要因も関係しているものと推定される｡
(2) 動 ･静脈壁より精製した蛋白質の酸 ･ペプシン消化に対する抵抗性については両者の間に著しい差
を認めなかった｡
(3) 血流を保ったままで胃腔内に縫埋した左胃大網劫静脈について胃液の消化作用による組織学的変化
を追求したところ, 静脈においてやや強い変化を示し, 常にその壁は消失していたが, 血栓形成は静脈に
おいてより著明であった｡
(4) 切除した牌動 ･静脈について, 酸 ･ペプシンの消化作用による組織学的変化を追求したが, その変
化は静脈においてやや強く, 動脈壁が消化破壊されるまでには静脈壁よりやや時間的のおくれを示した｡
(5) カテプシン作用による動 ･静脈壁の自家消化作用は24時間以内には認められず, また動 ･静脈壁の
カテプシンはその分布量が少ないためか, 染色することが出来なかった｡




縮も, 局所の組織壊死に役割を演 じ, 出血への促進的要因となるのであろう｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
論文は 2 編に分けられており∴第 1編においては胃潰場の発生病理に関して酵素学的研究, 特に組織自
解酵素カテプシンについて研究された｡ すなわち臨床例および成犬に作製したヒスタミン旗揚胃について




腎に分布する4 本の主動脈の血圧, 動静脈壁の酸, ペプシンに対する抵抗性をしらべた｡ そのために各血
管壁より成製した蛋白質の消化に対する抵抗力を測定したのであるがその結果各腎動脈, 胃網動脈などの
間に抵抗差なく動脈にも大なる変化なかった｡ ただ消化過程において血管内郡に生ずる血栓形成が動脈の
方が著明であり, 静脈には発生し難いという結果を得られたのみである｡
以上により胃潰癌胃のカテプシン増量は消化性潰疾発生の素因を形成することは当然考えられるが何故
に潰癌や胃出血の好発部位があるかという問題には, はっきりした結論を得られなかった｡
本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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